
富
士
山
の
火
山
活
動
に
直

接
起
因
す
る
現
象
は
「
火
口

形
成
」
「
火
砕
流
」
「
大
き

な
噴
石
」
「
溶
岩
流
」
「
融

雪
型
火
山
泥
流
」
「
降
灰
」

「
降
灰
後
土
石
流
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
の
避
難
指

針
で
は
「
溶
岩
流
」
の
み
避

難
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
市
に
影
響
が
及
ぶ

溶
岩
流
の
到
達
範
囲
は
、
右

下
図
の
「
小
田
原
市
へ
の
溶

岩
流
到
達
想
定
範
囲
」
の
よ

う
に
、
桜
井
地
区
が
全
地
域

に
、
富
水
、
東
富
水
、
豊
川
、

上
付
中
、
曽
我
の
各
地
区
の

一
部
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る

可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

噴
火
開
始
か
ら
小
田
原
市

北
部
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る

ま
で
の
想
定
時
間
は
、
最
短

が
17
日
と
５
時
間
後
で
、
最

長
は
57
日
後
で
す
。

た
だ
し
、
噴
火
の
強
さ
や

規
模
、
流
下
す
る
溶
岩
流
の

幅
や
厚
さ
に
よ
っ
て
到
達
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

小
田
原
市
は
、
避
難
対
象

エ
リ
ア
が
第
１
次
か
ら
第
６

次
ま
で
６
つ
の
区
分
の
う
ち

最
も
溶
岩
流
の
到
達
が
遅
い

「
第
６
次
避
難
エ
リ
ア
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
エ
リ
ア

の
避
難
想
定
対
象
者
は
最
大

２
万
１
２
６
５
人
で
す
。

第
１
次
避
難
エ
リ
ア

第
２
次
避
難
エ
リ
ア

第
３
次
避
難
エ
リ
ア

第
４
次
避
難
エ
リ
ア

第
５
次
避
難
エ
リ
ア

県
の
避
難
指
針
に
よ
れ

ば
、
避
難
方
法
は
原
則
「
広

域
避
難
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
広
域
避
難
」
と
は
、
当

該
市
町
村
区
域
か
ら
他
の
市

町
村
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
小
田
原
市
か
ら
他

市
町
村
に
避
難
す
る
こ
と
で

す
が
、
小
田
原
市
に
影
響
が

及
ぶ
溶
岩
流
の
到
達
想
定
範

囲
が
北
部
地
域
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は

今
後
、
避
難
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
公
表
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

避
難
先
へ
の
移
動
は
、
公

共
交
通
機
関
を
基
本
に
、
自

家
用
車
の
利
用
や
徒
歩
も
含

め
、
避
難
者
が
自
ら
移
動
す

る
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市民と市政をつなぐ 小田原市議会議員 しのはら弘

自 宅：〒250-0858 小田原市小台322-5
事務所：〒250-0857 小田原市柳新田48 広貴商事ビル１階
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まちづくり

情 報 紙

静
岡
、
山
梨
、
神
奈
川
の
３
県
で
つ
く
る
富
士
山
火
山
防

災
対
策
協
議
会
は
、
今
年
３
月
に
富
士
山
噴
火
の
際
の
新
た

な
避
難
基
本
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
新
計
画
で
は
、
県
内

の
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、

開
成
町
、
相
模
原
市
の
７
市
町
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る
可
能

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
神
奈
川
県
で
は
、
富
士

山
噴
火
に
備
え
た
広
域
避
難
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
小
田

原
市
で
は
、
避
難
の
判
断
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
地
域
防

災
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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溶
岩
流

小
田
原
に
到
達
の
可
能
性

＊文字が多いと感じられましたら、情報のポイントである太い文字と青い文字をお読みください。

発 行 者
篠原 弘

TEL：090-1652-3900／FAX：0465-37-4381
E-mail：shinohara.hiroshi1116@gmail.com

避
難
対
象
は
溶
岩
流

南足柄市 栢山駅

小田原市への溶岩流到達想定範囲

の範囲が溶岩流到達想定範囲

小
田
原
市
北
部
に
溶
岩
流

到
達
の
可
能
性

溶
岩
流
到
達
は
噴
火
開
始
か

ら
最
短
17
日
と
５
時
間
後

小
田
原
市
は
第
６
次
避
難

エ
リ
ア
／
避
難
対
象
人
口

約
２
万
人

飯田岡駅

避
難
方
法
は
広
域
避
難

避
難
手
段
は
公
共
交
通
機
関

・
自
動
車
・
徒
歩
が
原
則

県
の
広
域
避
難
指
針
は
「
溶
岩
流
」
が
対
象

富士山ハザードマップ

①

山頂

①

②

③

④ ⑤ ⑥

②③

④⑤⑥

第
６
次
避
難
エ
リ
ア

富
士
山
噴
火
避
難
計
画
改
定
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■令和４年 入込観光客数・観光消費総額が過去最高

■風水害の際は「警戒レベル４」までに必ず避難！

令和４年の小田原市の入込観

光客数と観光消費総額が過去最

高になりました。

主な要因について市では、新

型コロナウイルス感染症が落ち

着きを見せ、水際対策の大幅な

緩和により外出意欲が回復したことで、日帰り観光客が

大きく増加したことや、コロナ禍で休止していたイベン

トが再開されたことなどを挙げています。

◆令和４年 入込観光客数 約726万人

前年の529万人に比べ197万人の増加（前年比約37％増）

◆令和４年 観光消費総額 約267億円

前年の180億円に比べ87億円の増加（前年比約48％増）

市では、2050年の脱炭素社会

実現を大きく加速させるため、

小田原少年院跡地を計画候補地

として、新しいモデルタウン

「ゼロカーボン・デジタルタウ

ン」の創造に取り組んでいます。

この事業は、2030年を目標に「ゼロカーボン」と

「豊かな暮らし」との両立を最先端のデジタル技術に

より実現しようとする取組です。

事業の推進にあたり、開発ビジョンや備えるべき機

能、事業スキームなど、事業の基本的なあり方を示す

基本構想を令和６年３月までに策定し公表します。

市内には、10ヶ所のサクラの街路

樹がありますが、サクラの老齢化な

どにより、荒天時の倒木や落枝、歩

道上の根上りによる通行障害が発生し

ています。

市では、令和４年度に街路樹のサ

クラ309本の樹木診断を行い、不健全

と判定された68本を令和５年度から順次、植替えによ

る再整備を実施することにしていました。

しかし、令和５年２月に西海子小路で強風によりサ

クラが倒木したことから、特に危険度が高い54本の伐

採や枝打ちを前倒しして行うことにしました。

■城址公園のニホンザルがお引越し

市は、小田原城址公園内の「小田

原動物園」で飼育するニホンザル７

頭を本年12月に「東筑波ユートピア」

（茨城県石岡市の自然動物公園）に

譲渡することを決めました。

小田原動物園は、1950年10月１日

に開園し、アジアゾウのウメ子やラ

イオン、ヒグマなど、最も多い昭和63年には70種322頭

の動物が飼育され、多くの人々に愛されてきました。

しかし、文化庁の指導で、城跡と関わりのない施設

の移転を順次進めてきており、ニホンザルの譲渡を最後

に73年にわたる歴史に幕を降ろすことになります。

■倒木被害でサクラの街路樹を整備

＊「かけはし」を店舗などにおいてくださる方は、１面上段の発行者までご連絡ください。（無料です）

■ゼロカーボン・デジタルタウン基本構想策定へ

■8/5㈯ 第34回小田原酒匂川花火大会

今年で第34回を迎える小田原酒匂

川花火大会は、４年ぶりの開催とな

り、約１万発の花火を打ち上げます。

見どころは花火と音楽をコラボレー

ションした「ミュージック花火」や

多彩な演出効果、フィナーレを飾る

小田原大橋に沿って酒匂川を横断す

る高さ30ｍ、全長約300ｍのナイアガ

ラです。

◆日時 ８月５日(土)19:10～20:00（花火打ち上げ）

＊荒天中止、予備日なし

◆場所 酒匂川スポーツ広場(小田原市寿町５-22)

＊臨時駐車場なし

災害の
おそれたかい

災害の
おそれあり

気象状況
変化

今後気象状況
悪化のおそれ

災害発生
又は切迫

小田原少年院跡地



安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間

の
確
保
や
公
共
交
通
と
一
般

車
の
動
線
分
離
な
ど
、
安
全

で
利
便
性
の
高
い
駅
前
広
場

と
す
る
た
め
に
は
、
拡
張
が

欠
か
せ
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
駅
前

広
場
と
し
て
利
用
す
る
敷
地

の
重
複
利
用
の
検
討
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
整
備
方
針
や
事

業
手
法
な
ど
を
定
め
る
た
め
、

重
複
利
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
４
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
想
定
条
件
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

▼
建
物
の
規
模

15
階
建
て
（
１
～
３
階
が

商
業
・
業
務
施
設
、
４
～
15

階
を
共
同
住
宅
）

▼
面
積

広
場
約
５
６
０
０
～
６
８

０
０
㎡
／
延
面
積
約
１
万
５

０
０
０
～
約
２
万
㎡

▼
概
算
事
業
費

約
１
１
０
～
１
６
５
億
円

市
で
は
、
整
備
の
目
標
や

駅
前
機
能
、
一
体
的
整
備
の

方
針
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る

た
め
、
令
和
５
年
度
中
に
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
広
場
の
利
用
実

態
調
査
を
行
い
、
基
本
計
画

の
策
定
や
都
市
計
画
決
定
な

ど
を
経
て
、
令
和
９
年
度
以

降
に
整
備
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

▼
今
年
の
10
月
診
療
分
か
ら

小
学
校
入
学
～
中
学
生
ま

で
の
保
護
者
の
所
得
制
限
が

廃
止
さ
れ
、
中
学
生
ま
で
の

す
べ
て
の
子
ど
も
の
「
入
院
」

「
通
院
」
に
か
か
る
医
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
新
た
に
約
２
７

０
０
人
増
え
、
全
体
で
約
１

８
９
０
０
人
に
な
る
見
込
み

で
す
。

現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り

医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
助

成
対
象
外
の
方
は
、
新
た
に

医
療
証
の
交
付
申
請
が
必
要

で
す
。
（
申
請
書
は
市
が
対

象
者
あ
て
送
付
済
み
で
す
。
）

▼
来
年
６
年
秋
（
予
定
）
か
ら

「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
所

得
制
限
を
設
け
ず
無
償
化
」

さ
れ
る
予
定
で
す
。

対
象
者
は
約
５
１
０
０
人

増
加
し
、
全
体
で
約
２
万
４

０
０
０
人
の
見
込
み
で
す
。

※
小
児
医
療
費
助
成

小
田
原
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
子
ど
も
が
、
病
気
や
け

が
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

と
き
に
、
保
険
診
療
で
支
払

う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

市
が
助
成
す
る
も
の
。

＊「かけはし」では、公開されていない情報や見えにく情報を、できるだけ分かりやすくお伝えすることを心がけています。
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小
田
原
駅
西
口
広
場
は
、
交
通
混
雑
や
歩
行
者
に
よ
る
車

道
の
危
険
横
断
が
絶
え
ず
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理

者
で
あ
る
市
で
は
、
広
場
機
能
の
再
配
置
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
広
場
の
東
京
方
面
に
隣
接
す
る
区

域
で
は
、
民
間
地
権
者
で
組
織
す
る
小
田
原
駅
西
口
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
民
間
再
開
発
事
業
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
。
市
と
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
に
お
け
る
事

業
展
開
で
は
、
十
分
な
機
能
確
保
や
課
題
解
決
が
果
た
せ
な

い
と
の
判
断
か
ら
、
双
方
の
敷
地
と
建
物
を
重
複
利
用
す
る

一
体
的
整
備
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

民
間
再
開
発
と
一
体
的
整
備
へ

■
た
た
き
台
と
し
て
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
４
案
を
作
成

■
一
体
的
整
備
の
位
置
図

■
今
年
度
中
に
基
本
構
想
を

策
定
・

令
和
９
年
度
以

降
に
整
備
を
開
始

■
再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
駅

前
広
場
と
し
て
活
用

一体的整備 重複利用イメージ
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令
和
６
年
秋
実
施
予
定

守
屋
市
長
は
、
市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
６

年
秋
に
※
小
児
医
療
費
の
無
償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
所
得

制
限
を
設
け
ず
に
拡
大
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

今
年
の
10
月
診
療
分
か
ら
小
学
校
入
学
～
中
学
生
ま
で
の
保

護
者
の
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
助
成
対
象
者

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
康
増
進
と
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

■
小
児
医
療
費
助
成
（
無
償

化
）
を
段
階
的
に
拡
大

公共交通車両や一般車両で混雑
する「西口広場」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

連
携
し
た
地
域
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

る
と
小
田
原
市
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
体
験
サ
ー
ビ

ス
や
店
舗
で
の
利
用
の
ほ
か
、

ポ
イ
ン
ト
を
皆
で
集
め
て
自

治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
使
え

る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
た

め
、
市
民
や
観
光
客
を
小
田

原
城
へ
の
正
規
登
城
ル
ー
ト

に
誘
導
す
る
た
め
、
小
田
原

駅
東
口
～
お
堀
端
通
り
・
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
か
け
て
、

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
を
設
置
し

ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
、
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
（
電
子
看
板
）
な
ど
の
機

能
が
あ
る
街
路
灯
で
、
観
光

や
割
引
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

現
在
の
観
光
ア
プ
リ
「
小

田
原
さ
ん
ぽ
」
を
改
修
し
、

位
置
情
報
や
時
刻
に
応
じ
た

「
今
で
き
る
」
「
す
ぐ
い
け

る
」
と
い
っ
た
動
的
な
情
報

な
ど
を
発
信
し
、
市
内
を
楽

し
く
周
遊
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

発
災
時
に
は
、
地
域
ア
プ

リ
で
災
害
情
報
を
素
早
く
プ
ッ

シ
ュ
通
知
す
る
ほ
か
、
ま
ち

な
か
で
は
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル

で
避
難
誘
導
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金

主
に
都
市
と
地
方
の
格
差

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
方
の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
に
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て

都
市
に
負
け
な
い
利
便
性
と

可
能
性
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
地
方
自

治
体
に
対
し
、
国
が
支
給
す

る
お
金
。

伊
豆
湘
南
道
路
が
実
現
す

る
と
、
神
奈
川
側
で
は
小
田

原
厚
木
道
路
や
西
湘
バ
イ
パ

ス
と
つ
な
が
り
、
厚
木
Ｉ
Ｃ

や
茅
ヶ
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
圏
央
道

を
経
由
し
て
東
名
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
側
で
は
伊
豆

縦
貫
自
動
車
道
か
ら
東
名
沼

津
Ｉ
Ｃ
や
新
東
名
長
泉
沼
津

と
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

「
第
３
の
東
名
」
と
し
て
の

機
能
を
備
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

平
成
10
年
に
、
沼
津
市
・

長
泉
町
・
三
島
市
・
函
南
町
・

熱
海
市
・
湯
河
原
町
・
真
鶴

町
・
小
田
原
市
で
「
伊
豆
湘

南
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
」
を
設
立
し
、
毎
年
、
国

土
交
通
省
な
ど
へ
要
望
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
、
両
県

が
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

概
略
ル
ー
ト
の
検
討
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
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デ
ジ
タ
ル
で
ま
ち
づ
く
り
を
加
速

市
は
市
議
会
６
月
定
例
会
に
「
デ
ジ
ブ
ラ
城
下
町
を
ハ
ブ

と
し
た
多
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
」
約

６
億
８
０
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
を
提
出
し
、
市
議
会
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
同
事
業
は
、
国
の
※
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
（
補
助
率
３
分
の
２
）

を
活
用
し
、
小
田
原
城
を
中
心
に
市
街
地
か
ら
観
光
拠
点
で

あ
る
早
川
・
板
橋
な
ど
の
周
辺
地
域
を
市
民
や
観
光
客
が
行

き
交
う
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
高
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
４
つ
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

高
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
４
つ
の
事
業

地
域
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

事
業

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
設
置

事
業

市
内
リ
ア
ル
タ
イ
ム
活
動

支
援
情
報
発
信
事
業

防
災
減
災
事
業

１

２

３４

観光交流センタースマートポールイメージ
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神
奈
川
と
静
岡
の
県
境
を
ま
た
ぐ
道
路
構
想

神
奈
川
県
西
部
地
域
と
静
岡
県
伊
豆
地
域
を
結
ぶ
主
要
な

幹
線
道
路
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
国
道
１
３
５
号
は

両
地
域
の
物
流
や
観
光
振
興
の
た
め
の
重
要
な
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
著
し
い
交

通
渋
滞
や
高
波
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
も
多
く
発
生
し
て
お

り
、
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
神
奈
川
と
静
岡
の
県
境

を
ま
た
ぐ
新
た
な
道
路
と
し
て
、
伊
豆
湘
南
道
路
の
計
画
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
第
３
東
名
」
と
し
て

の
機
能

〇〇〇〇〇：伊豆湘南道路

■
国
へ
の
要
望
活
動
を
毎

年
実
施

■
概
略
ル
ー
ト
の
検
討
に

着
手



安
全
で
快
適
な
歩
行
空
間

の
確
保
や
公
共
交
通
と
一
般

車
の
動
線
分
離
な
ど
、
安
全

で
利
便
性
の
高
い
駅
前
広
場

と
す
る
た
め
に
は
、
拡
張
が

欠
か
せ
な
い
と
の
判
断
か
ら
、

再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
駅
前

広
場
と
し
て
利
用
す
る
敷
地

の
重
複
利
用
の
検
討
が
進
め

ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
整
備
方
針
や
事

業
手
法
な
ど
を
定
め
る
た
め
、

重
複
利
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
４
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
想
定
条
件
を
設
定
し
て
い

ま
す
。

▼
建
物
の
規
模

15
階
建
て
（
１
～
３
階
が

商
業
・
業
務
施
設
、
４
～
15

階
を
共
同
住
宅
）

▼
面
積

広
場
約
５
６
０
０
～
６
８

０
０
㎡
／
延
面
積
約
１
万
５

０
０
０
～
約
２
万
㎡

▼
概
算
事
業
費

約
１
１
０
～
１
６
５
億
円

市
で
は
、
整
備
の
目
標
や

駅
前
機
能
、
一
体
的
整
備
の

方
針
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る

た
め
、
令
和
５
年
度
中
に
基

本
構
想
を
策
定
し
ま
す
。

そ
の
後
、
広
場
の
利
用
実

態
調
査
を
行
い
、
基
本
計
画

の
策
定
や
都
市
計
画
決
定
な

ど
を
経
て
、
令
和
９
年
度
以

降
に
整
備
を
開
始
す
る
予
定

で
す
。

▼
今
年
の
10
月
診
療
分
か
ら

小
学
校
入
学
～
中
学
生
ま

で
の
保
護
者
の
所
得
制
限
が

廃
止
さ
れ
、
中
学
生
ま
で
の

す
べ
て
の
子
ど
も
の
「
入
院
」

「
通
院
」
に
か
か
る
医
療
費

が
無
料
に
な
り
ま
す
。

対
象
者
は
新
た
に
約
２
７

０
０
人
増
え
、
全
体
で
約
１

８
９
０
０
人
に
な
る
見
込
み

で
す
。

現
在
、
所
得
制
限
に
よ
り

医
療
証
を
お
持
ち
で
な
い
助

成
対
象
外
の
方
は
、
新
た
に

医
療
証
の
交
付
申
請
が
必
要

で
す
。
（
申
請
書
は
市
が
対

象
者
あ
て
送
付
済
み
で
す
。
）

▼
来
年
６
年
秋
（
予
定
）
か
ら

「
18
歳
ま
で
の
医
療
費
を
所

得
制
限
を
設
け
ず
無
償
化
」

さ
れ
る
予
定
で
す
。

対
象
者
は
約
５
１
０
０
人

増
加
し
、
全
体
で
約
２
万
４

０
０
０
人
の
見
込
み
で
す
。

※
小
児
医
療
費
助
成

小
田
原
市
内
に
住
所
が
あ

り
、
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
子
ど
も
が
、
病
気
や
け

が
で
医
療
機
関
に
か
か
っ
た

と
き
に
、
保
険
診
療
で
支
払

う
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を

市
が
助
成
す
る
も
の
。

＊「かけはし」では、公開されていない情報や見えにく情報を、できるだけ分かりやすくお伝えすることを心がけています。
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小
田
原
駅
西
口
広
場
は
、
交
通
混
雑
や
歩
行
者
に
よ
る
車

道
の
危
険
横
断
が
絶
え
ず
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
管
理

者
で
あ
る
市
で
は
、
広
場
機
能
の
再
配
置
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
一
方
、
広
場
の
東
京
方
面
に
隣
接
す
る
区

域
で
は
、
民
間
地
権
者
で
組
織
す
る
小
田
原
駅
西
口
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
民
間
再
開
発
事
業
が
動
き
始
め
て

い
ま
す
。
市
と
協
議
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
に
お
け
る
事

業
展
開
で
は
、
十
分
な
機
能
確
保
や
課
題
解
決
が
果
た
せ
な

い
と
の
判
断
か
ら
、
双
方
の
敷
地
と
建
物
を
重
複
利
用
す
る

一
体
的
整
備
に
つ
い
て
協
議
し
ま
す
。

民
間
再
開
発
と
一
体
的
整
備
へ

■
た
た
き
台
と
し
て
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
４
案
を
作
成

■
一
体
的
整
備
の
位
置
図

■
今
年
度
中
に
基
本
構
想
を

策
定
・

令
和
９
年
度
以

降
に
整
備
を
開
始

■
再
開
発
ビ
ル
の
一
部
を
駅

前
広
場
と
し
て
活
用

一体的整備 重複利用イメージ
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令
和
６
年
秋
実
施
予
定

守
屋
市
長
は
、
市
議
会
６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
６

年
秋
に
※
小
児
医
療
費
の
無
償
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
所
得

制
限
を
設
け
ず
に
拡
大
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。
市
で
は
、

今
年
の
10
月
診
療
分
か
ら
小
学
校
入
学
～
中
学
生
ま
で
の
保

護
者
の
所
得
制
限
を
廃
止
し
ま
す
が
、
さ
ら
に
助
成
対
象
者

を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
康
増
進
と
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ
る
考
え
で
す
。

■
小
児
医
療
費
助
成
（
無
償

化
）
を
段
階
的
に
拡
大

公共交通車両や一般車両で混雑
する「西口広場」

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

連
携
し
た
地
域
ポ
イ
ン
ト
ア

プ
リ
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
た
め

る
と
小
田
原
市
を
深
く
知
る

こ
と
が
で
き
る
体
験
サ
ー
ビ

ス
や
店
舗
で
の
利
用
の
ほ
か
、

ポ
イ
ン
ト
を
皆
で
集
め
て
自

治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
使
え

る
よ
う
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
た

め
、
市
民
や
観
光
客
を
小
田

原
城
へ
の
正
規
登
城
ル
ー
ト

に
誘
導
す
る
た
め
、
小
田
原

駅
東
口
～
お
堀
端
通
り
・
観

光
交
流
セ
ン
タ
ー
に
か
け
て
、

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
を
設
置
し

ま
す
。

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
は
、
Ｗ

ｉ
Ｆ
ｉ
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
（
電
子
看
板
）
な
ど
の
機

能
が
あ
る
街
路
灯
で
、
観
光

や
割
引
ク
ー
ポ
ン
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
ま
す
。

現
在
の
観
光
ア
プ
リ
「
小

田
原
さ
ん
ぽ
」
を
改
修
し
、

位
置
情
報
や
時
刻
に
応
じ
た

「
今
で
き
る
」
「
す
ぐ
い
け

る
」
と
い
っ
た
動
的
な
情
報

な
ど
を
発
信
し
、
市
内
を
楽

し
く
周
遊
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

発
災
時
に
は
、
地
域
ア
プ

リ
で
災
害
情
報
を
素
早
く
プ
ッ

シ
ュ
通
知
す
る
ほ
か
、
ま
ち

な
か
で
は
ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル

で
避
難
誘
導
情
報
を
発
信
し

ま
す
。

※
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
交
付
金

主
に
都
市
と
地
方
の
格
差

問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
方
の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
に
、

デ
ジ
タ
ル
の
力
を
活
用
し
て

都
市
に
負
け
な
い
利
便
性
と

可
能
性
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
地
方
自

治
体
に
対
し
、
国
が
支
給
す

る
お
金
。

伊
豆
湘
南
道
路
が
実
現
す

る
と
、
神
奈
川
側
で
は
小
田

原
厚
木
道
路
や
西
湘
バ
イ
パ

ス
と
つ
な
が
り
、
厚
木
Ｉ
Ｃ

や
茅
ヶ
崎
Ｉ
Ｃ
か
ら
圏
央
道

を
経
由
し
て
東
名
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
側
で
は
伊
豆

縦
貫
自
動
車
道
か
ら
東
名
沼

津
Ｉ
Ｃ
や
新
東
名
長
泉
沼
津

と
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、

「
第
３
の
東
名
」
と
し
て
の

機
能
を
備
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

平
成
10
年
に
、
沼
津
市
・

長
泉
町
・
三
島
市
・
函
南
町
・

熱
海
市
・
湯
河
原
町
・
真
鶴

町
・
小
田
原
市
で
「
伊
豆
湘

南
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟

会
」
を
設
立
し
、
毎
年
、
国

土
交
通
省
な
ど
へ
要
望
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
、
両
県

が
国
か
ら
の
補
助
を
受
け
、

概
略
ル
ー
ト
の
検
討
に
着
手

し
て
い
ま
す
。
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デ
ジ
タ
ル
で
ま
ち
づ
く
り
を
加
速

市
は
市
議
会
６
月
定
例
会
に
「
デ
ジ
ブ
ラ
城
下
町
を
ハ
ブ

と
し
た
多
拠
点
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
」
約

６
億
８
０
０
０
万
円
の
補
正
予
算
案
を
提
出
し
、
市
議
会
は

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
同
事
業
は
、
国
の
※
「
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
（
補
助
率
３
分
の
２
）

を
活
用
し
、
小
田
原
城
を
中
心
に
市
街
地
か
ら
観
光
拠
点
で

あ
る
早
川
・
板
橋
な
ど
の
周
辺
地
域
を
市
民
や
観
光
客
が
行

き
交
う
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
エ
リ
ア
を
形
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
高
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
４
つ
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

高
い
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
４
つ
の
事
業

地
域
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス

事
業

ス
マ
ー
ト
ポ
ー
ル
設
置

事
業

市
内
リ
ア
ル
タ
イ
ム
活
動

支
援
情
報
発
信
事
業

防
災
減
災
事
業

１

２

３４

観光交流センタースマートポールイメージ
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計
画
υ
˲
҃
ǀ
ы
ᡭ

神
奈
川
と
静
岡
の
県
境
を
ま
た
ぐ
道
路
構
想

神
奈
川
県
西
部
地
域
と
静
岡
県
伊
豆
地
域
を
結
ぶ
主
要
な

幹
線
道
路
は
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
国
道
１
３
５
号
は

両
地
域
の
物
流
や
観
光
振
興
の
た
め
の
重
要
な
ル
ー
ト
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
著
し
い
交

通
渋
滞
や
高
波
な
ど
に
よ
る
通
行
止
め
も
多
く
発
生
し
て
お

り
、
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
神
奈
川
と
静
岡
の
県
境

を
ま
た
ぐ
新
た
な
道
路
と
し
て
、
伊
豆
湘
南
道
路
の
計
画
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
「
第
３
東
名
」
と
し
て

の
機
能

〇〇〇〇〇：伊豆湘南道路

■
国
へ
の
要
望
活
動
を
毎

年
実
施

■
概
略
ル
ー
ト
の
検
討
に

着
手



富
士
山
の
火
山
活
動
に
直

接
起
因
す
る
現
象
は
「
火
口

形
成
」
「
火
砕
流
」
「
大
き

な
噴
石
」
「
溶
岩
流
」
「
融

雪
型
火
山
泥
流
」
「
降
灰
」

「
降
灰
後
土
石
流
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
の
避
難
指

針
で
は
「
溶
岩
流
」
の
み
避

難
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

小
田
原
市
に
影
響
が
及
ぶ

溶
岩
流
の
到
達
範
囲
は
、
右

下
図
の
「
小
田
原
市
へ
の
溶

岩
流
到
達
想
定
範
囲
」
の
よ

う
に
、
桜
井
地
区
が
全
地
域

に
、
富
水
、
東
富
水
、
豊
川
、

上
付
中
、
曽
我
の
各
地
区
の

一
部
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る

可
能
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

噴
火
開
始
か
ら
小
田
原
市

北
部
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る

ま
で
の
想
定
時
間
は
、
最
短

が
17
日
と
５
時
間
後
で
、
最

長
は
57
日
後
で
す
。

た
だ
し
、
噴
火
の
強
さ
や

規
模
、
流
下
す
る
溶
岩
流
の

幅
や
厚
さ
に
よ
っ
て
到
達
時

間
が
異
な
り
ま
す
。

小
田
原
市
は
、
避
難
対
象

エ
リ
ア
が
第
１
次
か
ら
第
６

次
ま
で
６
つ
の
区
分
の
う
ち

最
も
溶
岩
流
の
到
達
が
遅
い

「
第
６
次
避
難
エ
リ
ア
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、
エ
リ
ア

の
避
難
想
定
対
象
者
は
最
大

２
万
１
２
６
５
人
で
す
。

第
１
次
避
難
エ
リ
ア

第
２
次
避
難
エ
リ
ア

第
３
次
避
難
エ
リ
ア

第
４
次
避
難
エ
リ
ア

第
５
次
避
難
エ
リ
ア

県
の
避
難
指
針
に
よ
れ

ば
、
避
難
方
法
は
原
則
「
広

域
避
難
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
広
域
避
難
」
と
は
、
当

該
市
町
村
区
域
か
ら
他
の
市

町
村
に
避
難
す
る
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
小
田
原
市
か
ら
他

市
町
村
に
避
難
す
る
こ
と
で

す
が
、
小
田
原
市
に
影
響
が

及
ぶ
溶
岩
流
の
到
達
想
定
範

囲
が
北
部
地
域
に
限
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は

今
後
、
避
難
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
公
表
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

避
難
先
へ
の
移
動
は
、
公

共
交
通
機
関
を
基
本
に
、
自

家
用
車
の
利
用
や
徒
歩
も
含

め
、
避
難
者
が
自
ら
移
動
す

る
こ
と
が
基
本
に
な
っ
て
い

ま
す
。

市民と市政をつなぐ 小田原市議会議員 しのはら弘

自 宅：〒250-0858 小田原市小台322-5
事務所：〒250-0857 小田原市柳新田48 広貴商事ビル１階

1

まちづくり

情 報 紙

静
岡
、
山
梨
、
神
奈
川
の
３
県
で
つ
く
る
富
士
山
火
山
防

災
対
策
協
議
会
は
、
今
年
３
月
に
富
士
山
噴
火
の
際
の
新
た

な
避
難
基
本
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
。
新
計
画
で
は
、
県
内

の
小
田
原
市
、
南
足
柄
市
、
大
井
町
、
松
田
町
、
山
北
町
、

開
成
町
、
相
模
原
市
の
７
市
町
に
溶
岩
流
が
到
達
す
る
可
能

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
神
奈
川
県
で
は
、
富
士

山
噴
火
に
備
え
た
広
域
避
難
指
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
小
田

原
市
で
は
、
避
難
の
判
断
や
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
地
域
防

災
計
画
に
盛
り
込
む
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

まちづくり情報紙かけはし№22 2023年夏号

溶
岩
流

小
田
原
に
到
達
の
可
能
性

＊文字が多いと感じられましたら、情報のポイントである太い文字と青い文字をお読みください。

発 行 者
篠原 弘

TEL：090-1652-3900／FAX：0465-37-4381
E-mail：shinohara.hiroshi1116@gmail.com

避
難
対
象
は
溶
岩
流

南足柄市 栢山駅

小田原市への溶岩流到達想定範囲

の範囲が溶岩流到達想定範囲

小
田
原
市
北
部
に
溶
岩
流

到
達
の
可
能
性

溶
岩
流
到
達
は
噴
火
開
始
か

ら
最
短
17
日
と
５
時
間
後

小
田
原
市
は
第
６
次
避
難

エ
リ
ア
／
避
難
対
象
人
口

約
２
万
人

飯田岡駅

避
難
方
法
は
広
域
避
難

避
難
手
段
は
公
共
交
通
機
関

・
自
動
車
・
徒
歩
が
原
則

県
の
広
域
避
難
指
針
は
「
溶
岩
流
」
が
対
象

富士山ハザードマップ

①

山頂

①

②

③

④ ⑤ ⑥

②③

④⑤⑥

第
６
次
避
難
エ
リ
ア

富
士
山
噴
火
避
難
計
画
改
定
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■令和４年 入込観光客数・観光消費総額が過去最高

■風水害の際は「警戒レベル４」までに必ず避難！

令和４年の小田原市の入込観

光客数と観光消費総額が過去最

高になりました。

主な要因について市では、新

型コロナウイルス感染症が落ち

着きを見せ、水際対策の大幅な

緩和により外出意欲が回復したことで、日帰り観光客が

大きく増加したことや、コロナ禍で休止していたイベン

トが再開されたことなどを挙げています。

◆令和４年 入込観光客数 約726万人

前年の529万人に比べ197万人の増加（前年比約37％増）

◆令和４年 観光消費総額 約267億円

前年の180億円に比べ87億円の増加（前年比約48％増）

市では、2050年の脱炭素社会

実現を大きく加速させるため、

小田原少年院跡地を計画候補地

として、新しいモデルタウン

「ゼロカーボン・デジタルタウ

ン」の創造に取り組んでいます。

この事業は、2030年を目標に「ゼロカーボン」と

「豊かな暮らし」との両立を最先端のデジタル技術に

より実現しようとする取組です。

事業の推進にあたり、開発ビジョンや備えるべき機

能、事業スキームなど、事業の基本的なあり方を示す

基本構想を令和６年３月までに策定し公表します。

市内には、10ヶ所のサクラの街路

樹がありますが、サクラの老齢化な

どにより、荒天時の倒木や落枝、歩

道上の根上りによる通行障害が発生し

ています。

市では、令和４年度に街路樹のサ

クラ309本の樹木診断を行い、不健全

と判定された68本を令和５年度から順次、植替えによ

る再整備を実施することにしていました。

しかし、令和５年２月に西海子小路で強風によりサ

クラが倒木したことから、特に危険度が高い54本の伐

採や枝打ちを前倒しして行うことにしました。

■城址公園のニホンザルがお引越し

市は、小田原城址公園内の「小田

原動物園」で飼育するニホンザル７

頭を本年12月に「東筑波ユートピア」

（茨城県石岡市の自然動物公園）に

譲渡することを決めました。

小田原動物園は、1950年10月１日

に開園し、アジアゾウのウメ子やラ

イオン、ヒグマなど、最も多い昭和63年には70種322頭

の動物が飼育され、多くの人々に愛されてきました。

しかし、文化庁の指導で、城跡と関わりのない施設

の移転を順次進めてきており、ニホンザルの譲渡を最後

に73年にわたる歴史に幕を降ろすことになります。

■倒木被害でサクラの街路樹を整備

＊「かけはし」を店舗などにおいてくださる方は、１面上段の発行者までご連絡ください。（無料です）

■ゼロカーボン・デジタルタウン基本構想策定へ

■8/5㈯ 第34回小田原酒匂川花火大会

今年で第34回を迎える小田原酒匂

川花火大会は、４年ぶりの開催とな

り、約１万発の花火を打ち上げます。

見どころは花火と音楽をコラボレー

ションした「ミュージック花火」や

多彩な演出効果、フィナーレを飾る

小田原大橋に沿って酒匂川を横断す

る高さ30ｍ、全長約300ｍのナイアガ

ラです。

◆日時 ８月５日(土)19:10～20:00（花火打ち上げ）

＊荒天中止、予備日なし

◆場所 酒匂川スポーツ広場(小田原市寿町５-22)

＊臨時駐車場なし

災害の
おそれたかい

災害の
おそれあり

気象状況
変化

今後気象状況
悪化のおそれ

災害発生
又は切迫

小田原少年院跡地


